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32･イエバエの1対飼育について-=- 蛇族重要群の生抜学的研究 邦2宅i武術和雄 (大阪脚立砧
生研究所) 33.9.12 受理

イェバエの殺虫剤に対する抵抗性の発達や実験生態学上の研究に嘩堆1対の飼育を必要とする場合

が多い.本掛土これらの目的に虫も何易と考えられる飼育方法について報告し, あわせて飼育の過

程における諸問題について考察を行った.

ま え が き

昆虫の殺虫剤に対する抵抗性発達の間REiが重要にな

っており,各地で超々の昆虫について研究が行われて

いるが,公衆衛生学的見地から穀虫剤の抵抗性発達に

ついて式要祝されているのはイエバエで,その発達の

程度もきわめて高いと考えられている.抵抗性の発達,

増大や退伝性については,ショウジョウバエを材料と

してかなり詳細な研究が行われているが,このような

研究にあたっては,氾伝的に純粋に近い系統isogenic

strainを用いることが必要となってくる.しかしなが

ら,イエバエはショウジョウバエのように1対飼育が

容易でなく,とくに系統的に子孫を継がせてゆくこと

には軽々の困難がともないやすい.

イエバエの1対飼育にかんしては,生態学的研究の

立場から古くは Bishoppら3㌧HutchlsonllJなど若

干の人々によって行われたが,これらの研究では少数

の卵をえたにすぎず,産卵に抑制のあらわれる原因が

psychologicalfactoiにもとづくためであろうと考え

られた. の ち, DlユnnS), FeldmaD_lMul1Sam9),

Ham pton13)はそれぞれ只った飼育方法を考え,1対

飼育の可能であることを示している.これらの問題が

再検討されてきたのはごく虫近のことで,イエバエが

DDT その他の塩素系殺虫剤に対する拡抗性の発達が

論議きれるようになったためで,Lichtwardtら187,

Grcenbergl17,BarbesgaaidandKeidinglJは抵抗性

の迫伝的解析を行う上に必要な同系交配を行って,等

iEiE男系をつくりあげることが可能であることを報告

している.

著者5･6)はまえにイエバエの大fn飼育法について報

告したが,この方法をそのまゝ1対飼育に適用させる

ことには軽々の困難がともないやすいことがわかった.

また･1対飼育のなかで幼虫糊の飼育に広く用いられて

いるCS山A培基はわが国では材料が容易に入手でき

ない.このような点を祁足させる忘鴫から粒々の検討

を加え,1対飼育に投も容易で適切と考えられる方法

を報告し,あわせて実験の過程において生ずる詰問LEi

について考察を加えた.

抗をすゝ̀めるにさきだち,この研究に御指等を仰ぎ

かつ激励して下さった京都府立医科大学小林的治郎博

士,大阪市立大学医学部田中英雄博士に対し,またか

ずかずの有益な御助言と文献の供覧に抑灰宜を与えら

れ た京都大学見学部内田俊郎博士 と同学化学研死所

長沢純夫博士に対し満腔の謝志を表する.

飼 育 方 法

1. 成虫期の飼育 : 羽化した雌雄1対のイエバエ

は 15×15×20cm の金網粒(第1回,B)にうつす.

範は手前に袖をつけて内部の改作が自由にできるよう

にし,他の両はすべて金網とし恒温群円(節1回,A)

に格納したが,内部に 10W 蛍光燈をとりつけて幻の

内部に光が充分にあたるようにして交尾･産卵の刺戟
を与えた.湿度の保持は恒温群の下層に水位を設けて

調節したが,温皮25-290に料 ､て関係湿圧 40-50

%を保った.

矧 まシャーレに収容したま 羽ゝ化させたが,成虫を

1対ずつ矧 こふりわける改作ははなはだ'わずらわしく

時間を要するものであるが,大型の約の中に-たん蝿

を放ったのら,たゞちK･捕獲して収容するようにした.

ェーテルやクロロホルム麻酔を行うと,個体により短

時日で死亡したり,生雅詑力にも好響することがある

からさけるべきであると思考 され るか らであ る.

LichtwardtらISJ,酒井らロ)はこのような欠点を排除

する目的から炭酸ガスを用いた.

成虫の食餌として スキムミルク11gおj:び蜂蜜約

5gを水180ccに桁かし,これを綿花に浸して宙径与

cmの時計皿にいれた.これは毎日新鮮なものと交頓

するが,この紋が多すぎると腐敗を早めたり,膨脹し

て雌が溺死する危険があるから,浸ii'1する虫を劫制ず

ることが必要である.イエバエの卵以発育に必要な栄

羊本組合の放宏は昭和31年11月4日EI本籍生動物学会西日本支部大会 (大阪)にて発表.
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Fig.1.A:Thermostatforsing一e-p三irclユ1tlll･e.B

養条件として,蛋白質と熔類があり10,12,17,22), ミル

クとは別個に2%穀粒水を 20cc容の瓶にいれ,綿花

に吸引させて与えた.これは 3-4日毎に新しいもの

ととりかえればよいが,綿花にかびが生ずると死亡す

る原因となりやすい.またミルクのみで飼育すると成

虫の生存日数は短縮した･交尾は羽化後 2-3日目に

行われるのが普通である.

2. 産卵方法 : 受指した雌はミルクを浸した綿花

の下部にうみつけるが,綿花が過湿の場合は産卵をさ

ける債向がある.したがって産卵培基を別個に設けて

やる万がよいと患われる.後述の幼虫飼育堵盛を薗径

5cmの腰高シャーレにいれて夕刻怖内に設FLLし,翌朝

これをとりだして産卵の有無をたしかめた.産卵はほ

とんどこの培盤内で行われ,綿花にうみつけられるこ

とは少いことがわかった.

イェバエの生雅産卵は25-290,関係湿皮40-50%

における環境条件が最適であると思われる.

3. 幼虫期の飼育 :成虫が産卵した綿花や産卵培

鮎はただちに幼虫培益にうつすが,1ポットあたりの

堵基は次の割合に配合する.

小麦フスマ 25g

飼料用魚粉 10g

ど-ル酵母粉末 (ェビオス) 1g

これを充分に混和したのち,約 40ccの水でぬる･

フスマは約 10メッシュの解に雌くとおして衝に班る

荒い片切のものを,魚粉は肺をとおした細かいものを

用いる.

飼育瓶は直径 5.5cm,高さ9cm′約 100cc容の

もので,50メッシュの金網蓋でおおうようにした(節

1臥 C).
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幼虫培基は270前後で飼育に使用するのが最適で,

低温では幼虫体の発育がおもわしくない.幼虫の飼育

に難点と考えられるのは培盛にかびが生じやすいこと

で,とくに梅雨どさにはなはだしく,そのため発育中

途で幼虫が多数死亡してしまう.かびの防止に加納15)

はマ-ゾニン液を,Hammenll2)は 0.3% の Tego-

sept-M (methyl-p-hydroxybenzoate)を用いたが,

市販の防かび剤について実験した絶栄ではおもわしい

効果をあげることはできなかった.また Borng)は卵

をうえつけて48時間後に培進の上州こ砂をもろとかび

の繁殖を抑制できると報告している. この方法によっ

てある程度の抑別は可能であったが,蛸の大きさが不

そろいになって倭小な餅を生じやすく,また羽化率が

低下するのでこのような少i正飼育には適さない.現在

のところかびの抑制に通徹な方法はなく,前報7)に報

告したように密度効果との関係をしって,幼虫の密度

に殺適な条件に近くしてやるように規制し,輪化後は

できるだけ早くシャーレにうつしかえるようにした.

シャーレにうつした蛸は,低湿度の状態におくと羽

化率が低下し,また麹の不完全な個体を生じやすいか

ら,朗係湿度70-90%に保つようにした.

本飼育法についての考蕪

イエバエを1対飼育に.よって交Fi産卵させ,次世代

へとうけついでゆくことは比較的困難であると考えら

jtたが,成虫の栄養,光に対する刺軌 飼育純の空間

などの点を考慮して既述のような方法を考案した.1

対飼育にかんするこれまでの諸某紙を要約して第1表

にまとめた. この去からも明らかなように,成虫の餌

にミルクを用いたものが圧蜘的に多く,生殖産卵に好
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Table1.,Reviewonthehistoryofstudiesonthesingle･paircultureofthetbmmoIlhousとfly.

b,Veeaiiientgy_coat,eI I Food
Culturemediumfor
larvalstage

Bishopp,Dove,and
Parman (1915)

Hutchison (1916)

Dtutl(1923)

Feldman-M血sam(1944)

Hampton (1952)

GreenbergL(1955)

LiclltWardt,Bruce,and
Deckef (1955)

Barbesgaard,and
年号iding (1955)

Hammeや･(1956)

I

Buei(吐ispaper)

Cage22-hlgh xl2'
Square

Dietzhntern g一obe

Cage6×6x6-

Com cage (llcm
highx5cm basedia-
m.eter).

Pintpapercan

CylinderOfblotting
paper.(8.5cm Il王gll
x9cmdiameter)

Ha一f-pintmilkbottle
(DT,OSOPhilaculture
bottle) i

Cage15×15×20C皿

Milk,peach,horse
manure

Banan左,bread,com
syrup,horsematltlre

Milk

Dilutedmilk

Mi一k-

Milkand honey

I)王Iutedmilkadded

flyp?wder

Pieceof血 emade
ofdriedwI101emilk
atldsugarcandy(2:1)
mixed with'water
anddry,thezISOaked'
inmilk

慧lteddb,35禁 S諾 l
Sucrose

Dilllted milk and
hozley

Horsematlure

Horse'manure,Pig
manure and bran
mixture

Horsemanure

Cowdur)g

Guinea-p三g品eal

NAIDM medium,
dark Karo syrup,
baker′syeast,brew-
er'syeast

MbdifiedPeel-Grady
medium (50g.)

in1.5% agar

WlleatbraI】,powder
offisIIScrap,dried
breweT'syeast

30
(mean)

22-23
(mean)

適であることを示している. 長沢20,2))が大虫飼育に

用い七いる小麦粉糊をあたえて,これをミ)レクの場合

との生殖能力を比較してみたが,250以上では両者間

iと大差はなく,'小麦粉糊を与えても目的は達しうると

思われる. (しかし糊が粘ついて蝿がこれに付若した

まi死亡することがある.) 低温では■両者間の産卵に

ひろきがあらわれ,.この実験の目的には速さなくなる.

ペプトシ水5･6,17Jについてもこの飼育には好適である

が,腐放しやすいT=め転回滅菌を行う操作が非常にわ

ずらわしい.このように種々の飼料を比較してみると

ミルクは投も筒灰で理息!的な飼料といえよう.Ham-

men127Lは桁頬を3.5/co'以上の氾皮にすると生軌能力

が低下すると報告したことは注目すべきであろう.

25-290で飼育した成虫の卵塊数および産卵数をヒ

ストーブラムで示せば第2図わとおりである.個体はで

きるだけ大きさの均等なものを選び,各個体が産卵期

間中にうんだ卵塊 eggbatchのうち最高の卵数で示

した･雌の産卵碑数は生存期間によって異なるが,辛
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均3.81土4.64を示し,虫高11を記録した.また-卵

塊あたりの卵数は最高 153,平均 98.03土26.40で,

modeは 101-110個であった.

250における雌の生存日数は最高59日,最低13日,
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平均 32.8日を示したが,日数の経過とともに超の江l

傷 (特に先端がすりきれるものが多い)がめだって飛

､邦が不活滋となってくる.Roubaud均 は後掛に生穀

能力が低下するのは麹の破損が一原因であると考えた.

このような損傷を最小限既にと めゞ,かつ限られた面

積円に (恒温群)多数の飼育区を設けようとする場合

には,矧 ま更に小さくしても差支えないと思われる.

.1対飼育において能率のよい産卵を期待するために

は産卵培基を設けるのも一方法であるが,産卵に国技

膨響する重要な存在である雄が位全であることは決定

的な条件であるとみてよい.たとえ交尾をおえた雌で

も,その後雄が死亡したり不樫全であると産卵状態は

異常をきたし,産卵数が非常に少かったり,産卵前期

間が著しく長くなる場合が多く,またその僻化率もき

わめて低い.同様な事実は Mackerras19㌧が Ludlia

において認めており/雄の存在は雌の産卵を刺戟すろ

垣接の要因となるらしい.

幼虫の飼育にあたって培基からできるだけ多くの個

体が得られること,またその大きさのそろった粒全な

個体群であることがのぞましい.このことについては ∫

前報7)において詳しく報告した.1対飼育でえられる

卵数は大体100個前後であるから,本飼育培基の虫は

270において最適状態にあると思われる.培基と水分

. 畠の関係について BasdeneJ,北岡均 は均一な個体を

うるための重要な因子であると報告したが,､本培基の

場合とくさF小麦ラスマの矧こよっては水分虫を加減す

ることが必要である.低湿度の環境下で飼育するとと

くにその彫響があらわれて,培基の上層が乾燥するた

めに固化して幼虫の発育を阻害し,蛸の大きさが不そ

ろいになりやすい.したがって規定した水分塁につい

てもなおこの点は留意すべきであろう.

ま と め

イエバエの実験生態学上の研究や殺虫剤拡抗性の研

究に必要な1対飼育の方法を報告し,あわせて飼育上
i

の諸点について考察を行った.,

成虫糊の飼育: 羽化した雌雌1対の個体は15×15

.x20cm の金網矧 こ収容し,スキムミルク 11g,蜂

● 蜜約 5gを水 180ccに浴かした紋を綿花に浸して与

え,あわせて2,00'砂糖水を与えた.この餌は前者は毎

日,後者は 3-4日毎に新しいものと交換し̀た.飼育

は適温下において関係湿度40-50%を保つよう▲にし,

交尾･産卵の刺戟をあたえるために蛍光燈を用い,戟

の内部に光が充分にあたるようにした.能率のよい産
卵を那寺するためには鮎全な雄が常在することが必須

条件であると思われる.
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産卵方法 : 位の卵n!が成熟した頃から産卵培基を

tEi径 5cm の庇苗シャーレにいれてこれに産卵させた.

産卵はこの培基中に集中された. /

幼虫期の飼育 : 産卵培基にうみつけられた卵は幼

虫墳墓にうつす.1ポットあたりの培基は小麦フスマ

25g,飼料用魚粉10g,ビール酵母粉末 1gに水40cc

を加えたもので作られる. これからえられた矧ま100

卵に対し平均 76.4土3.1で,羽化率81.1%を示した.

この飼育法によれば1卵塊あたり98.03土26.40個の

卵をうみ,250における雌の生存期間は平均 32.8日

を示した.
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ThiSPaperdealSwith thesimpletecllniques･

regardir.,gasingle-paircll.1tureofthecommon

hollSefly,Muscadomeslicavicl'naMacq.SIT.Ch

wayofcultureisknow71tObenecessaryforthe

sttldyofecology ar..dalsooftheresistanceto

王nsecticidcS.Besides,someexperiencesobtained

dtl.rip.gtheculttlrebythisway,aredescribedatld

discussed.

BrcedingofpairsJPupaeweretakenfrom

maSS･Cultures.OnthedayOfcmcrgeD.Cetheflies

weresexedaD.deユChpairofflicswasbroil.ght

intothemetalgauzecageof15×15×20cm (Fig.

1.B).ThefeedingwasmadebymeaI]SOfcotton

ball,soakedwith amixttl.reOfskim mi1k aD.a

honey(lュgofskim mi1kand5gofhop.ey,dilllted

with 180cc､ofwater).Additiona-1y2percent

sucrose so一ution was fed. The former was
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changedcvcr少day,whilethelattcrcvcry3or4

days.TIleCagesWerekeptat40-50percentR･

lL tw.deroptimum temperatlユrC,art.dthclO･watt

f]tl.OrCSCentlamp wasappliedforprovidip.g-the

lightasstimultuforcoplllatior･.andegg･layiD･g･

Egg･laying:TIleeggsWillbe一aidon血ecotton,

soまkcdwithrhilk,buttheyarelaidmoreeasily

o71theculturemedium of一arvaekeptin the

petridish (diameterof5cm and with high

co一lar).Thecompositionofthismedium 王saS

follows:

Wheatbran

Powderoffishscrap

Driedbeeryeast

Tapwater

g

g

蛋

cc

5

0

1

0

2

1

4

C1lltllieoflarvae:TIleSeeggsWere thcn re･

placedonthesamemedium iD･thejaroflOOml,
(Fig.1C),andthecultllreOflarvaewasincu･∫
batedat270C.

ReslJ.1tsofprelimiD.乞ry Observations indicate

recoveryof76.4土3.1pupaeahd 6210土7･2flies

perjarfrom 100eggs.98.03土26.40eggswere

countedperoneegg-batch.Thelongevityofp.dult

lifeoffemaleswere32.8daysat250C.

Atabu一arreviewoD_thehistoryofstLT.diesbased

onthesingle･pユirctユ1tureofthecommonllOuSe

flyarcshowninTable1.

Tlle Oxidative Degradation of (士)-Alletht･olotle･methylether.半 Yoshio K T̂StJJ)A,

TadayoshiCmKAl10TO(Research LaboratoryofD血 ippon JotyugiklユCo･Ltd･)andYnzo

INOt)YE(ⅠnstituteforChemicalResearch,KyotoUniversity)ReceivedSept.24.1958･BotylL･
Kagaku,23,181,1958(with E】コglishresumd,p.183)

33.-(士)-A11cthrolone･me一hylelherの酸化分解 勝田組汎 近本惟好 く大日本除虫菊株式会社
研究所)井上雄三 (京都大学化学研究所) 33.9.24 受理 ､

AlIethrolo⊃e-semicarbazoneから得られた allethroloD.e-methylether(ⅠⅠ)bp72-30/2mm を

オゾン敢化して得た酸性物fiを KOBrで教化すると,(ⅠⅠⅠ)及び (IV)を経て .1"omoform と

(土)-α-methoxy-succit'.ic acid(V)mp104-50 とが生ずる.又 allethrolone-methylcthcr
I

(ⅠⅠ)を KMnOJで酸化して得た (VI)を KOBrで酎 ヒすると同様に bromororm と (土)･

α･methoxystlCCi叫 acid(V)とを与えた･ /

天然pyrethrolone及び Cineroloneの絶対配置の 捕道を有するので,これを適当に酸化分解するIと,皮

解明に関連して著者等は alleth.roloneについて次の 終的には malicacidに導かれることが予想されるが,

予節実験を行った.AllethroloneはLyClopentenolone 光学活性の pyrethrolone及び cinerolop･eからは同

半TllisisaJapa工el,eVersionofthearticlewrittel]inEnglishandsubmittedtoBu11･Agr･Chem･
$991Japan7VOl･23whichisPowillPre予S･
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